
2025年度 事業報告書 

2025年4月1日 〜2026年3月31日まで 

 

NPO法人WeD 

 

1 事業実施の結果 

・「場所」の提供として、団体に所属する高校生だけでなく、普段の勉強やおしゃべり、

また料理などで利用する新たな層の利用があった。2024年1月に新たな古民家に引越して

以降も、高校生と一緒にリノベーションを行ってきた。令和7年度は、客間の整備、トイ

レ、キッチン周りを整備し、飲食店として稼働できるよう整備した。 

・「機会」の提供として、高校生が主体的に団体運営、主催イベント等の企画・運営がで

きるよう、チーム毎に伴走者をつけるなど活動支援を行った。また、ボランティア活動

の機会を提供し中高生が活動に参加しやすい環境を整えた。令和7年度は、48名の運営高

校生で活動を行った。 

・「つながり」の提供として、地域や各分野で活躍する人物を高校生に紹介しつなげた。

高校生のみならず、幅広い年代間交流を行うことができた。特に、イベントを通して、

唐津市外、佐賀県外の高校生との交流が生まれた。 

 

 

2 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

 

定款上

の事業

項目 

 

事業名  実施内容 (A)当該事業の実

施日時 

(B)当該事業の実

施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

 

事業費の

金額 

(千円) 

 

青少年 

人材育 

成事業 

(場所の提

供) 

居場所づく

り事業 

 

KARATSU YOUTH CAFEを平日

夕方、休日日中開館し高校

生に開放。KARATSU YOUTH 

CAFE飲食店営業に向けたリ

ノベーション。 

公式サイト運用。 

大学生ボランティア、高校

生運営メンバー起用。 

(A)通年 

(B)町田 

(C)12名 

(D)高校生 

(E)延べ1,589

人 

 

1500 

(機会の提

供) 

ボランティ

ア事業 

 

中学生・高校生がWeDに参加

するきっかけとなるボラン

ティア事業の実施 

①虹の松原 

②高校生主催PJ 

(A)5回 

(B)虹の松原(C)2

名 

(D)高校生 

(E)延べ123人 

 

50 



(機会の提

供) 

高校生主催

事業 

高校生が主体的に考え企画

し実施するプロジェクトを

支援。 

①ReActチーム 

②Shareチーム 

③まちなかカンパニーチー

ム 

④YOUTH TERAKOYAチーム 

他高校生が主体的に考え企

画し実施するプロジェクト

の支援 

(A)通年 

(B)唐津市全域 

(C)12名 

(D)高校生 

(E)48人 

 

3169 

(つながりの

提供) 

交流会 

 

高校生やWeD会員、地域の

大人たちなどとの親睦会を

開催。 

(A)7回／年 

(B)KARATSU YOUT

H CAFE 

(C)2名 

(D)高校生 

(E)延べ57人 

 

205 

(見守り事業) 

舎監事業 

西唐津職員宿舎に住む寮生

３名の安全安心を確保する

ため、見守りを実施。 

(A)通年 

(B)唐津市西唐

津 

(C)1名 

(D)高校生・

社会人 

(E)3人 

610 

（その他） 

唐津ラボ 

2025年10月に、唐津市・早

稲田大学・日本データー・W

eDの4社で地域コンソーシア

ム「唐津ラボ」を構築。唐

津市が実施する地域循環共

生圏をフィールドとしたツ

ールの開発や人材育成事業

を実施。 

(A)通年 

(B)KARATSU YOUT

H CAFE 

(C)2名 

(D)社会人 

(E)延べ10人 

 

0 

 

（その他） 

エネルギー

研修 

NUMOと連携し、原子力発

電、自然エネルギーを活用

した発電について学びを深

める。 

(A)通年 

(B)KARATSU YOUT

H CAFE 

(C)5名 

(D)高校生 

(E)延べ18人 

 

450 

 

 

 

 

 



【各事業の活動詳細】 

 

1. 「場所」の提供 

(1) 居場所づくり事業 

● リノベーション 

○ 実施期間：2025年4月～2026年3月 

○ 事業内容：拠点の「KARATSU YOUTH CAFE」において、高校生や支援者の協力

のもとリノベーションを実施しました 。具体的には、洋室の改修、エアコ

ン設置、壁面の塗装、キッチンおよびトイレ周辺の整備を行いました 。こ

の整備により、断熱性の向上など高校生が快適に過ごせる空間を確保したほ

か、キッチンの機能拡充によって飲食店営業の申請が可能な環境を整えまし

た 。 

● ボランティアメンバーによる運営 

○ 実施期間：2025年4月～2026年3月 

○ 事業内容：平日3〜4日および週末（必要に応じて）に開館しました 。大学

生および高校生のボランティアが協力して運営にあたり、高校生の主体性と

責任感を育む試みとして、利用者自身による「ルールメイキング（利用規則

の策定）」を実施しました 。 

2. 「機会」の提供 

(1) ボランティア事業 

● 実施期間：2025年4月～2026年3月 

● 事業内容：特別名勝「虹の松原」において、WeDの担当エリアを設定し、定期的な清

掃活動を実施しました 。その他、高校生が主催する各種イベントでのボランティア

機会を提供し、地域活動への参加を促進しました 。 

(2) 高校生主催事業 

● ReAct（リアクト） 

○ 実施期間：2025年4月～2026年3月 

○ 運営メンバー：高校生9名（唐津東、早稲田佐賀、唐津南） 

○ 事業内容：SUP（スタンドアップパドルボード）を活用して無人島「鳥島」

に渡り、清掃活動を実施しました 。活動を通じ、海洋漂着ゴミ問題につい

ての周知および啓発を行いました 。 

● Share（シェア） 

○ 実施期間：2025年4月～2026年3月 

○ 運営メンバー：高校生8名（早稲田佐賀、唐津東、唐津商業） 

○ 事業内容：地域イベントにおいて飲食テントを出店しました 。メニュー

（スープ等）の開発を高校生が主体となって行い、事前には衛生研修を受講

するなど、食品販売における適切な衛生管理についても学びを深めまし

た 。 



● まちなかカンパニー 

○ 実施期間：2025年4月～2026年3月 

○ 運営メンバー：高校生45名（唐津東、唐津商業、唐津西、唐津南、早稲田佐

賀） 

○ 事業内容：「日本一の高校生イベント」を目指し、2026年3月15日に「から

つまちなか文化祭2026」を開催しました 。当日は、ボランティア77名、出

店57店舗、来場者約2,600名を記録する盛況となりました 。地域住民や教育

関係者からも継続開催を望む声が多く寄せられ、高校生の企画・運営力の向

上につながりました 。 

● YOUTH TERAKOYA（ユース寺子屋） 

○ 実施期間：2025年4月～2026年3月 

○ 運営メンバー：高校生2名（唐津東） 

○ 事業内容：運営メンバーの大学受験期間と重なったため、今年度の活動は自

粛しました 。 

※重複所属あり 

 

3. 「つながり」の提供 

(1) 交流会事業 

● 実施期間：2025年4月～2026年3月 

● 事業内容：高校生メンバー、大人正会員、連携企業等の社会人による親睦会を開催

しました 。高校生が主体となって食事の準備を行い、カードゲーム等のレクリエー

ションを通じて多世代間の交流を図りました 。毎回20名程度の参加があり、世代を

超えたつながりを構築する場として好評を得ました 。 

(2) ハウスマスター事業 

● 実施期間：2025年4月～2026年3月 

● 事業内容：佐賀県教育委員会が整備した西唐津の県職員寮（離島等の生徒向け通学

寮）において、合同会社NOWAと協働し、高校生3名の見守り支援を実施しました 。

生徒が安心して学業に専念できる環境維持に努めました 。 

(3) 地域コンソーシアム「唐津ラボ」 

● 実施期間：2025年4月～2026年3月 

● 事業内容：唐津市、早稲田大学、日本ビジネスデータープロセスセンター、NPO法人

WeDを中心に、地域課題解決と学びの融合を目指す事業を展開しました 。デジタル

基盤の整備を進めたほか、「からつまちなか文化祭2026」を舞台とした環境課題解

決に関するトークイベントを実施しました 。 

(4) 学校連携事業 

● 実施期間：2025年4月～2026年3月 



● 事業内容：唐津西高校の「総合的な探究の時間」において、生徒による地域課題解

決の取り組みを支援しました 。年度末の発表会では、外部参加者や教員から高い評

価を得る成果を収めました 。 

(5) エネルギー研修 

● 実施期間：2025年11月～2026年3月 

● 事業内容：環境・エネルギー問題をテーマに、原子力や再生可能エネルギーについ

ての学習機会を提供しました 。座学に加え、青森県六ヶ所村への視察研修を実施

し、実地見学を通じて多角的な視点から学びを深めました 。 

 



様式例（法第28条第１項「前事業年度の計算書類（活動計算書）」）

令和7年度　活動計算書
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

NPO法人WeD
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益

１，ふるさと納税収入
ふるさと納税 1,194,950

２．寄付金収入
寄付金 671,512

３．補助金・助成金収入
補助金・助成金収入 3,009,563

４．活動収入
活動収入 0

５．受取会費
正会員受取会費 36,000
賛助会員受取会費 0

６．協賛金
法人 253,500
個人 19,000

７．その他収益
受取利息 492

８．業務委託収入 1,063,850

９．雑収入 132,212

経常収益計 6,381,079 6,381,079

仕入高 34,048 34,048

Ⅱ 経常費用
１．事業費

人件費
給与賃金 232,300
法定福利費
福利厚生費

人件費計 232,300 232,300

その他経費
研修採用費 0
業務委託料 1,332,050
荷造運賃 49,779
広告宣伝費 492,937
接待交際費 15,300
旅費交通費 217,571
通信費 244,174
水道光熱費 221,644
修繕費 134,290
備品・消耗品費 1,261,643
車両費 0
福利厚生費 0
地代家賃 609,710
保険料 82,639
租税公課 32,011
支払手数料 17,863
会議費 88,945
支払利息 0
減価償却費 61,039
雑費 53,407

金額

（２）

（１）



ふるさと納税返礼品費 305,450
活動時食糧費 222,299
ボランティア謝礼 28,112
賃借料 37,400

その他経費計 5,508,263 5,508,263

事業費計 5,740,563

２．管理費
人件費
給与賃金 12,600
法定福利費 0
福利厚生費 0

人件費計 12,600 12,600

その他経費
水道光熱費 63,466
業務委託料
荷造運賃
広告宣伝費
接待交際費
旅費交通費
通信費
修繕費
備品・消耗品費
車両費
地代家賃 168,000
保険料
租税公課
支払手数料
支払報酬
会議費
支払利息
雑費

ふるさと納税
補助科目なし

その他経費計 231,466 231,466

管理費計 244,066 244,066

雑損失 154,489 154,489

経常費用計 5,984,629
税引前当期正味財産増減額 5,984,629
法人税、住民税及び事業税 0
当期正味財産増減額 207,913
前期繰越正味財産額 -191,992
次期繰越正味財産額 15,921

（１）

（２）



様式例（法第28条第１項「前事業年度の計算書類（貸借対照表）」）

令和7年度　貸借対照表
令和8年3月31日現在

NPO法人WeD
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金 198,935
前払費用 4,100
立替金 574,316
未収入金 880,000
短期貸付金 0
仮払金 103,646

流動資産合計 1,760,997 1,760,997

２．固定資産
有形固定資産 122263
一括償却資産 0
無形固定資産
ソフトウェア
投資その他の資産
投資その他の資産計

固定資産合計 122,263 122,263

資産合計 1,883,260

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

短期借入金 1,110,000
未払金 2,599
前受金 740,000
仮受金 14,740

流動負債合計 1,867,339 1,867,339
２．固定負債

固定負債合計 0
負債合計 1,867,339 1,867,339

Ⅲ 正味財産の部
当期正味財産増減額 15,921

正味財産合計 15,921
負債及び正味財産合計 1,883,260

金額

（１）

（２）

（３）

1



様式例（法第28条第１項「前事業年度の財産目録」）

令和7年度　財産目録
令和8年3月31日現在

NPO法人WeD
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金 198,935
前払家賃 0
前払費用 4,100

0
立替金 574,316
短期貸付金 0
未収入金 880,000
仮払金 103,646

流動資産合計 1,760,997 1,760,997

２．固定資産
有形固定資産 122,263
一括償却資産 0
無形固定資産
ソフトウェア
無形固定資産計
投資その他の資産
投資その他の資産計

固定資産合計 122,263

資産合計 1,883,260 1,883,260 1,883,260
Ⅱ 負債の部

１．流動負債
短期借入金 1,110,000
未払金 2,599
前受金 740,000
仮受金 14,740
流動負債合計 1,867,339 1,867,339

２．固定負債
長期借入金

銀行借入金
固定負債合計 0 0

負債合計 1,867,339 1,867,339 1,867,339
正味財産 15,921
負債・純資産合計 1,883,260

金額

（１）

（２）

（３）

1



様式例（法第28条第１項「前事業年度の計算書類（計算書類の注記）」）

計算書類の注記

１．重要な会計方針
　　

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産はありません。

　 固定資産の減価償却の方法
定額法による。

　 引当金の計上基準
引当金はありません。

　 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスはありません。

ボランティアによる役務の提供

消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

２．会計方針の変更
会計方法の変更はありません。

３．事業別損益の状況
（単位：円）

事業部門 管理部門 合計
Ⅰ　経常収益

ふるさと納税 1,194,950
寄付金収入 671,512
補助金・助成金収入 3,009,563
活動収入 0
受取会費 36,000
協賛金 272,500
受取利息 492
業務委託収入 1,063,850
雑収入 132,212

経常収益計 6,381,079 0 6,381,079
仕入高 34,048 34,048

Ⅱ　経常費用
人件費
給与賃金 12,600 232,300
法定福利費
福利厚生費
人件費計 12,600 232,300 244,900
その他経費
研修採用費 0
業務委託料 1,332,050 0
荷造運賃 49,779
広告宣伝費 492,937
接待交際費 15,300
旅費交通費 217,571
通信費 244,174
水道光熱費 221,644 63,466
修繕費 134,290
備品・消耗品費 1,261,643
福利厚生費 0
車両費 0
地代家賃 609,710 168,000
保険料 82,639
租税公課 32,011
支払手数料 17,863
会議費 88,945

計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年７月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人会計基準協議会）によっていま
す。

（３）

（６）

７，
８，
９，

（２）

６，

４，

（１）

１，
２，

（５）

３，

（２）

ボランティアによる役務の提供はありません。

科目

５，

（４）

（１）

1



減価償却費 61,039
支払利息 0
雑費 53,407
活動時食糧費 222,299
ふるさと納税返礼品費 305,450
賃借料 37,400
ボランティア謝礼 28,112
その他経費計 5,508,263 231,466 5,739,729

経常費用計 5,520,863 463,766 5,984,629

雑損失 154,489 154,489

当期経常増減額 207,913

2



４．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単位：円）

内容 金額 算定方法

５．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳
（単位：円）

内容 金額 算定方法

６．使途等が制約された寄附金等の内訳
（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
合計

７．固定資産の増減内訳
（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

一括償却資産
冷凍冷蔵庫 174,800 174,800 174,800 0

器具備品
エアコン 244,320 244,320 61,039 122,057 122,263

419,120 419,120 61,039 0 296,857 122,263

８．借入金の増減内訳
（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 1,110,000 840,000 840,000 1,110,000

1,110,000 840,000 840,000 1,110,000

９．役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）
計算書類に計 内役員及び近

上された金額 親者との取引

（活動計算書）
受取寄附金
委託料

活動計算書計

（貸借対照表）
未払金
役員借入金 1,110,000 1,110,000

貸借対照表計

なし

備考

該当なし

科目

該当なし

10．その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにす
　るために必要な事項

科目

内容

合計

合計
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